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🎤 一日保育体験・小学校体験研修を通しての感想を聞かせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタートカリキュラムは、授業時間の配分を考慮して活動を行い、楽しく集中できる

工夫をするなど、子供たちに寄り添う姿勢を意識して授業をしていることが分かりま

した。（保育園保育士） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

接続期カリキュラムの活用にいつから取り組んでいますか？ 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

５歳児・１年生担任からはどのような声が寄せられていますか？ 

８ 県内の取組紹介① 

 平成２４年度から活用しています。令和２年３月に改訂版を作成し、令和４年度に全体計

画とカリキュラム暫定版を示し実践に入りました。令和 5 年度は、架け橋期のカリキュラ

ムの全体計画をアップデートし、更にモデル中学校区のブロックで、小学校３年生から中学

校３年生までの学びの連続性を捉えた全体構想を作成しました。令和６年度は資料集を作成

して各園、学校で活用しており、令和７年度も新たな資料集を作成中です。 

令和４年度に架け橋プログラム運営会議を組織し、市内公立保育園・幼稚園長と小学校の

校長、実務担当者が代表委員となり基本カリキュラムを作成しました。令和５年度は実践と

振り返りを行い、さらに一つの中学校区をモデル地区として小学校３年生から中学校３年

生までの学びの連続性を捉えた全体構想を作成しました。令和６年度は５歳児担任(公立、

私立)と小学校１年生担任がカリキュラム編集委員として実践につながる資料を作成しまし

た。令和７年度も引き続き新しいカリキュラム編集委員で資料集を作成中です。 

各学校・園に開発会議、運営会議の委員または、カリキュラム作成委員がいることから、

内容が周知されるほか、理解研修や双方の体験研修、または、振り返りの会などを行う中で

互いの顔が見える関係づくりに配慮してきました。特に双方での一日体験研修後に行う振り

返りの会では、互いの感想や疑問点などを出し合い、子供理解に役立ちました。その後の保

育実践や、授業に大いに参考になるので、振り返りの意見交換は重要と考えております。 

しろいしレイン坊 

幼児教育の遊びの経験を知ることで、経験を共有しながら、関連付けて考えられる 

ように授業を組み立てるようになりました。特に生活科では「園ではこうしていた」 

「こんなことしたよ」という声をつなぎ、活動に活かし工夫するようになりました。 

                               （小学校教諭） 

幼児教育で行われている「ドキュメンテーション」を取り入れた学習環境整備の一つと

して児童がいつでも見られるようにしました。（小学校教諭） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjlheeXhc_gAhWkGqYKHeU1At8QjRx6BAgBEAU&url=http://freeillustration.net/woman-d-01/&psig=AOvVaw2yp8-PjMmvLFxa2nCsMuOj&ust=1550914566603477
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjlheeXhc_gAhWkGqYKHeU1At8QjRx6BAgBEAU&url=http://freeillustration.net/woman-d-01/&psig=AOvVaw2yp8-PjMmvLFxa2nCsMuOj&ust=1550914566603477
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjlheeXhc_gAhWkGqYKHeU1At8QjRx6BAgBEAU&url=http://freeillustration.net/woman-d-01/&psig=AOvVaw2yp8-PjMmvLFxa2nCsMuOj&ust=1550914566603477
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【カリキュラム作成のプロセス】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇運営会議（合同会議）による取組内容の協議  

（２か月に１回程度で開催、年６回程度）     相互理解のための研修企画 

〇架け橋プログラム理解研修（大学教授等講話、文科省幼児教育課調査官講話）  

〇一日保育体験（小学校教諭が園へ）一日小学校体験（保育士等が小学校へ） 

事後合同研修会の実施（各々２回、計４回） 

〇保育参観（スキルアップ研修提案保育、p4c 実践）、授業参観（スタートカリキュラムの

実践、幼保小交流活動（事前・事後も）、p4c 実践） 

 

〇接続カリキュラム理解研修会、振り返りの会の実施 

（５歳児担当者、小学校１年生担任等は悉皆） 

・実践に向けた趣旨や取組の説明、実践の振り返り、幼保小での情報交換  

      実践事例についてワークショップを行う 

〇架け橋期全体計画の作成（目指す子供の姿、ねらい・育みたい力、環境の構成、支援・援助、

家庭との連携等の可視化） 

・本市全体の基本モデルとして、運営会議メンバーを中心に作成  

     開発会議で協議、改善・更新        各園・小学校での共有資料に 

〇学びの連続性の全体構想図の作成（小学校３年生～中学校３年生） 

 ・中学校区で作成（運営会議のメンバー）      「学び・人・生活をつなぐ」の共通の視点で  

〇アプローチ期のカリキュラム（基本モデル）実践資料集の作成  

・本市基本モデルを基に、園での実践内容をまとめ、資料集として幼保小で累積、共有資料に 

       小学校への接続  

 

〇モデル園・モデル小学校での交流活動実践   

     交流活動当日や事前、事後の授業を参観する機会として提供する 

〇市内各小学校と幼保との交流活動、幼保同士の交流活動に展開 

     施設間で連絡調整し、交流活動を実施 

〇白石市小学校見学会の実施（親子等で入学予定の小学校へ）  

     市内各小学校で同日開催 小学校見学、在校生との交流を行う 

 

相互理解 幼保小の関係構築 

カリキュラムの作成・実践・改善 

幼児・児童の交流・学校体験 
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〇「ねらい」や「育みたい力」はインクルーシブの視点を大切にした表現にしています 
 

〇実践等から聞き取ったことをカリキュラムに反映させ、改善を図っていきます 

その一つとして子供自身の声を拾い上げていきます。 
 

〇本市の独自性のある取組として「ｐ４ｃ」を全体計画に位置付けています 

〇目指す子供の姿 

 中学校区３つのブロックで話し合い、「自立心」、「協同性」、「豊かな感性と表現」 

の視点を特に重視することに決めました。中学校は「自立心」から「自律心」へ「協同性」

から「協働性」へと更新していきます。 

架け橋期のカリキュラム全体計画(５歳児) 
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〇共通する視点として、「育みたい力」を３つの視点（生活をつなぐ、人をつなぐ、学び 

 をつなぐ）で示しています 
 

〇生活科の活動と単元デザイン、幼児期の経験やつながりのポイントを明記しています 

   ※単元デザインは、スタートカリキュラムを活用します 
 

〇「環境の構成」、「援助・配慮事項」は、幼保担当者の声も反映させて作成しています 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋期のカリキュラム全体計画(１年生) 
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実践資料集の事例 

 

○本市基本モデルとして指導案型のアプローチ期のカリキュラムを作成しましたが、

各園での子供の姿や、クラスの人数等、置かれている状況は様々なことから、具体的

な実践の方法が違ってきます。 

そこで、園で実践した内容のイメージが共有化できるようにするため、参考事例とし

て今年度の実践をまとめ、資料集として活用することにしました。  

（令和６年度より実施） 
 
○資料集の構成（一つの実践事例を見開きで２ページにまとめる：①～⑥は左頁） 
 

①活動に対する子供の姿と保育者の願い 

②ねらい 

③環境の構成 

④保育者の配慮・援助 

⑤幼児教育を通して育まれた１０の姿 

    ⇒ 活動を通して何が育まれたか 

⑥小学校の教科等における資質・能力とのつながり 

⇒ 小学校の教科等における資質・能力のどこにつながっていくのか 

⑦環境を生かした幼児の活動（右頁） 
 

○「環境を生かした幼児の活動」は、ドキュメンテーション化してその活動がどのよう

に展開していったのか、写真や子供の言葉（吹き出し）で表現してより具体的にイメ

ージを共有できるように表記しました。 
 
○毎年実践記録として累積していきます。 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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次ページ「環境を生かした幼児の活動」 

ドキュメンテーションへ続く 
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白石市教育委員会アプローチカリキュラム―資料編― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各保育園や幼稚園で経験している共通の遊び等を保育園や幼稚園、小学校で共有することに

より、小学校入学後に“みんなが知っている歌や遊び”を取り入れた活動がしやすくなり、児

童の安心感や意欲的に取り組む姿につなげています。 
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白石市教育委員会スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　第１週

　 【今週のねらい】

7日（月） 8日（火） 9日（水） 10日（木） 11日（金）

行事等 入学式

音　楽 音　楽
手遊びをしよう 手遊びをしよう

うたっておどってなかよくなろう うたっておどってなかよくなろう

学　活 国　語
元気な返事やあいさつ

学習道具の出し入れ

プリントのもらい方

学　活 国　語
１年生になったよ

よろしくね

名前を書いてみよう

名前を教え合おう

生　活 図　工
すきなものなあに

生　活

生　活 生　活
がっこうだいすき がっこうだいすき

学　活 学　活

5

生活１．５ 生活１

音楽０．５ 音楽０．５

学活２ 学活０．５

国語１．５

図工０．５

配当
時数

帰りの用意の仕方・コース

ごとに整列・下校指導

令和7年４月7日（月）～４月11日（金）

【 心をほぐ す】

　 　 安心し て学校で過ごすこ と ができ る よ う にする 。

帰りの用意の仕方・コース

ごとに整列・下校指導

　参考資料　　　　　　　　　　　安心して学べる環境構成 １

1

2

3

4

トイレ・靴箱・ロッ

カーの使い方

登下校時のあいさつ・

交通安全のルール

どきどきわくわく１ね

んせい

きこえるよ
体を動かして言葉のリ

ズムを楽しもう

登下校時のあいさつ・

交通安全のルール

作った名札を見せ合っ

て名前を教え合おう

たのしくかこう
姿勢や手の置き方

鉛筆の持ち方

すきなものの絵を描い

て名札をつくろうはじめましてきょうし

つ

学校の一日を知ろう

先生と学校の中を歩い

てみよう

（出典）「必携！ スタートカリキュラムスタートブック」（平成２７年１月 文部科学省　国立教育政策研究所 教育課程研究センター）から抜粋

週案タイプ 白石市基本モデルプラン

【 配慮事項】

週案では時数カウ ント の目安と

し て教科等の時間を区切っていま

すが， 実際は活動を区切ら ずに子

供たちの思いを拾い上げながら 滑

ら かに活動をつないでいく よ う に

する 。

（ 例）

【 １ ０ 日】 は、 先生と 一緒に学校

の中を歩き ながら ， その場所の使

い方を覚えていく 。

【 １ １ 日】 は、 言葉のリ ズムを楽

し んだ後で友達の名前を知り たい

な， 名前を教え合おう ， 名前を書

いてみよ う ， すき なも のの絵も 描

いて教えたいな， など 子供の思い

をつないでいく よ う にし たい。

園で歌った歌や手遊びで一日をスタート

 小学校で日常的に作成されている週案の様式で１～４週目まで作成しています。その週を見開

きで使用できるように改善しました。左側に活動計画と環境構成の参考資料を記載しています。 
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第１週 令和7年４月7日（月）～４月11日（金）

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

（出典）「必携！ スタートカリキュラム

　スタートブック」（平成２７年１月 文部

　科学省　国立教育政策研究所　教育課程

　研究センター）から抜粋

１年生はゼロからのスタートではない。「幼児期の終わりまでに育って

ほしい1 0 の姿」を踏まえた活動や指導を工夫する。

生活科を中心に合科的・関連的な指導を行う 。

　　別冊の【単元デザイン①】を参考に計画をたてる。

国語の４月教材群は，子供の実態や学校生活の流れに合わせて，学

習活動を一つ取り出したり，複数を組み合わせたりして，

１回あたり５分から１５分程度で扱う よう にする。

「う たっておどってなかよくなろう 」では，知っている曲に合わせて，

じゃんけん列車ゲームを行い，新しい友達との交流を図る。

週計画では時間の枠で区切っているが，実際の活動では子供の思い

を拾い上げながら滑らかに活動をつないでいくよう にする。

　（特別支援担当，7 学年，支援員も1 時間目の活動に加わるよう に配

慮したい）

　　　１週目，２週目は

  『安心できる』をキーワードに

【幼児教育からの接続を踏まえたチェックポイント】

入学式の翌日は，子供は不安でいっぱいであることに配慮する。４５

分授業という 学校の動きを重視するのではなく，子供の気付きや園と

の違いなどの声に耳を傾けながら活動を広げるよう にしたい。

教室に絵本のコーナーや自由遊びのスペースを作り，新しい環境の

中でも落ち着いて過ごすことができるよう にする。

👉　『 安心して学べる環境構成 １』 （左ページ）を参考にして教室等

の環境を準備する。

特に１週目は，机の配置を一人一人として活動する時間を少なくして，

まとまって活動できる配置を取り入れるよう にする。

子供が園で経験したことを取り上げ，教師がその声をつなぎながら子

供たちが伝え合い，活動を広げていくよう にする。

👉教師の説明の時間が長く続かないよう に気を付けていきたい。

1 時間目の音楽では各園で歌った歌や手遊びを取り入れ，安心して

学校生活の一日のスタートがきれるよう にする。

　 ＊う ーめん体操，１年生マーチなど

複数学級がある学校では，1 時間目の音楽を学年全体での活動とし

て設定することで，友達づくりに対する不安を解消するとともに，担任

だけでなく，たくさんの先生が見守っていくことで

安心感をもてるよう にする。

白石市基本モデル

 見開きの右側に、幼児教育からの接続を踏まえたポイントを具体的に記載しています。 

担任だけではなく、支援員等にも留意してもらうことができるように活用しています。 
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 新たに作成した「単元デザイン」です。生活科を中心として各教科を合科的・関連的につなげたり、

単元間を関連付けて学習を組み立てたりすることを指導者が視覚的につかみやすくデザインしまし

た。体験から児童の思いが膨らみ、活動が生まれ発展していくように意図をもって関連付けています。 



24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とのつながりは、小学校での育ちを就学前施設での育

ちと関連付けて見取ることができるようにしています。 
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２年生の生活科についても「単元デザイン」を作成しました。これは１年生からの学びの連続

性を意識した教育活動が展開できるようにしたものです。 
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２年生に進級しても生活科の中に架け橋期カリキュラムのつなぐを意識して作成しています。 
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ドキュメンテーションを

見ながらどう展開してい

くか話し合う。 

次年度の１、２年生への

参考資料としても活用

できる。 

各小学校での実践を検討しながら改善を行いカリキュラムに反映させる 

環境に配慮した 

小学校の実践 
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白石市教育委員会 小中連携の学びの連続性における全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校までの学びの連続性を意識した取組を行うため、小学校３年生から中学校３年生ま

での全体構想をモデル中学校区で作成しました。 

「学びをつなぐ」「人をつなぐ」「生活をつなぐ」の３つの視点と関連させながら、小中学校で

の学びの連続性が一覧できるように作成しています。 


